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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の被検体内に導入されて移動する第１の生体内導入装置が該第１の被検体内におい
て取得して無線送信した第１の画像情報、及び、前記第１の被検体とは異なる第２の被検
体内に導入されて移動する第２の生体内導入装置が該第２の被検体内において取得して無
線送信した第２の画像情報を識別可能に且つ直接的または間接的に受信する受信部と、
　前記受信部が受信した前記第１の画像情報に対応する第１の画像及び前記第２の画像情
報に対応する第２の画像を表示可能な画像表示部と、
を備えることを特徴とする生体内画像表示装置。
【請求項２】
　前記画像表示部は、前記第１の画像が表示される第１の表示領域と、前記第２の画像が
表示される前記第１の表示領域とは異なる第２の表示領域とを有することを特徴とする請
求項１に記載の生体内画像表示装置。
【請求項３】
　前記画像表示部は、前記第１または第２の画像が順次表示されるリアルタイム表示領域
を有することを特徴とする請求項１に記載の生体内画像表示装置。
【請求項４】
　前記画像表示部が前記第１または第２の画像を順次表示する表示モードと、前記画像表
示部が前記第１の画像を第１の表示領域に表示すると共に、前記第２の画像を前記第１の
表示領域とは異なる第２の表示領域に表示する表示モードとを切り替える表示モード切替
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部をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の生体内画像表示装置。
【請求項５】
　前記画像表示部は、前記第１若しくは第２の画像が順次表示されるリアルタイム表示領
域、または、前記第１若しくは第２の画像が静止画表示される静止画表示領域をさらに有
することを特徴とする請求項２に記載の生体内画像表示装置。
【請求項６】
　前記受信部が受信した前記第１または第２の画像情報のうちから静止画表示される画像
情報を選択する静止画選択手段と、
　前記受信部が受信した前記第１または第２の画像情報と前記静止画選択手段が選択した
前記画像情報とを各々別の記憶領域に記憶する記憶部と、
　前記生体内導入装置から直接的または間接的に前記受信部が識別可能に受信した前記第
１または第２の画像情報に対応する前記第１または第２の画像を順次表示する表示モード
と、前記静止画選択手段が選択した前記画像情報に対応する画像を静止画表示する表示モ
ードとを切り替える表示モード切替部と、
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の生体内画像表示装置。
【請求項７】
　前記表示部に表示される画像の大きさを切り替える表示モード切替部をさらに備えるこ
とを特徴とする請求項１に記載の生体内画像表示装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の生体内画像表示装置と、
　前記第１の生体内導入装置が無線送信した前記第１の画像情報を受信し、該第１の画像
情報を前記生体内画像表示装置に送信する第１の無線機と、
　前記第２の生体内導入装置が無線送信した前記第２の画像情報を受信し、該第２の画像
情報を前記生体内画像表示装置に送信する第２の無線機と、
　を備えることを特徴とする受信システム。
【請求項９】
　前記第１の無線機は、前記第１の画像情報に対応する識別情報を前記生体内画像表示装
置に無線送信し、
　前記第２の無線機は、前記第２の画像情報に対応する識別情報を前記生体内画像表示装
置に無線送信し、
　前記生体内画像表示装置は、前記第１または第２の無線機から受信した識別情報を検知
し、
　検知した前記識別情報に基づいて、前記第１の画像または前記第２の画像の表示領域を
決定することを特徴とする請求項８に記載の受信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の無線機から送信された生体内導入装置が取得した画像データを受信し
、画像データを画像表示部に表示する生体内画像表示装置及び受信システムに関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡などの生体内導入装置の分野では、撮像機能と無線通信機能とが装備され
たカプセル型内視鏡が登場している。このカプセル型内視鏡は、観察（検査）のために被
検体である被検者の口から飲み込まれた後、被検者の生体（人体）から自然排出されるま
での観察期間、たとえば食道、胃、小腸などの臓器の内部（体腔内）をその蠕動運動に伴
って移動し、撮像機能を用いて所定の撮像レートで順次撮像する構成を有する。
【０００３】
　また、これら臓器内を移動するこの観察期間、カプセル型内視鏡によって体腔内で撮像
された画像データは、順次無線通信などの無線通信機能により、被検者の外部に送信され
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、外部の受信機内に設けられたメモリに蓄積される。被検者がこの無線通信機能とメモリ
機能を備えた受信機を携帯することにより、被検者は、カプセル型内視鏡を飲み込んだ後
、排出されるまでの観察期間であっても、不自由を被ることなく自由に行動が可能になる
（特許文献１参照）。
【０００４】
　画像データを受信する場合、一般に受信機では、カプセル型内視鏡から送信される画像
信号を受信するための複数のアンテナを被検者の外部に分散配置し、受信する受信強度が
強い一つのアンテナを選択切替えして、画像信号を受信している。たとえば特許文献１に
は、被検体の外部に配置された複数のアンテナの受信切替えを行い、各アンテナが受信す
る電界強度をもとに、画像信号の発信源である被検体内のカプセル型内視鏡の位置を探知
する受信機が記載されている。
【０００５】
　このようなカプセル型内視鏡システムでは、カプセル型内視鏡による一連の撮像動作が
完了した後に、受信機のメモリに蓄積された画像データをワークステーション等に転送す
ることによって画像の閲覧が事後的に行われるのが一般的である。しかしながら、医師等
からは短時間で通過することからすぐに診断可能な食道、胃等の箇所、気になる箇所等に
関して撮像画像をリアルタイムに閲覧することに対する要望も高く、カプセル型内視鏡か
ら送信された無線信号に基づきリアルタイムに画像表示を行う簡易型の生体内画像表示装
置を付属したシステムも提案されている。
【０００６】
　従来の生体内画像表示装置は、最も簡単な構成としては、受信機と電気的に接続可能な
構成を有するとともに、小型の表示部及び所定の信号処理部を備える。このような構成を
有することによって、簡易型生体内画像表示装置は、受信機にて受信処理が施された信号
を入力することが可能であり、入力した信号に基づき所定の処理を施した上で小型の表示
部にカプセル型内視鏡で撮像された画像を表示する。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、飲み込んだカプセル型内視鏡の位置を確認して、カプセル型内視鏡が被検査
対象の臓器に到達すると、医師などは観察を行って、観察後は病院の近辺に外出可能とす
る指示を与える場合がある。このような場合には、カプセル型内視鏡の現時点の位置を認
識することが必要となり、通常は生体内画像表示装置で受信された画像を確認することで
、医師が被検体内でのカプセル型内視鏡の位置を把握することを可能としていた。また、
たとえば同時に複数の患者がカプセル型内視鏡による検査を行うことが考えられ、このよ
うな場合には、それぞれのカプセル型内視鏡の位置を医師が把握することが必要となる。
【０００９】
　しかしながら、従来では、１つのカプセル型内視鏡が撮像した画像を１台の生体内画像
表示装置で表示しており、このような状況下で複数のカプセル型内視鏡からの画像を認識
する場合には、たとえば複数の生体内画像表示装置でカプセル型内視鏡からの画像を表示
して認識するか、または１つの簡易画像表示装置をそれぞれの被検体に近づけてカプセル
型内視鏡からの画像を１つ１つ別々に表示して認識しており、画像認識の動作が煩雑にな
るとともに、１台の生体内画像表示装置でリアルタイムに複数のカプセル型内視鏡からの
画像を認識することができなかった。
【００１０】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、複数の生体内導入装置から送信される
複数人の生体内画像を１台の生体内画像表示装置で観察することができる生体内画像表示
装置及び受信システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる生体内画像表示装置は
、第１の生体内導入装置が被検体内において取得した画像データを表示し得る第１の表示
領域と、前記第１の生体内導入装置とは異なる第２の生体内導入装置が被検体内で取得し
た画像データを表示し得る第２の表示領域とを有する画像表示部を備えることを特徴とす
る。
【００１２】
　また、本発明にかかる生体内画像表示装置は、上記発明において、前記画像表示部は、
前記第１または第２の生体内導入装置から直接的または間接的に順次受信した前記画像デ
ータをリアルタイムに順次表示することができるリアルタイム表示部を有することを特徴
とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる生体内画像表示装置は、上記発明において、前記リアルタイム表
示部に前記画像データをリアルタイムに順次表示する表示モードと複数の前記画像データ
をマルチ表示する表示モードとを切り替える表示モード切替部を備えることを特徴とする
。
【００１４】
　また、本発明にかかる生体内画像表示装置は、上記発明において、前記画像表示部は、
前記第１および第２の表示領域に前記画像データをリアルタイム表示または静止画表示す
ることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明にかかる生体内画像表示装置は、上記発明において、前記第１または第２
の生体内導入装置による前記画像データを含む無線信号から被検体に特有のパラメータを
検知するパラメータ検知部と、前記パラメータ検知部によって検知されたパラメータに基
づき、前記第１の生体内導入装置による画像データを前記第１の表示領域に表示させると
ともに前記第２の生体内導入装置による画像データを前記第２の表示領域に表示させる表
示処理部と、を備えることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明にかかる受信システムは、複数の生体内導入装置が被検体内において取得
した画像データを受信および送信する複数の無線機と、前記無線機のうちの第１の無線機
から受信した画像データを表示し得る第１の表示領域と、前記第１の無線機とは異なる第
２の無線機から受信した画像データを表示し得る第２の表示領域とを有する画像表示部を
有する生体内画像表示装置と、を備えることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明にかかる受信システムは、上記発明において、前記生体内画像表示装置に
て、前記画像表示部は、前記第１または第２の無線機から直接的または間接的に順次受信
した前記画像データをリアルタイムに順次表示することができるリアルタイム表示部を有
することを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明にかかる受信システムは、上記発明において、前記生体内画像表示装置は
、前記リアルタイム表示部に前記画像データをリアルタイムに順次表示する表示モードと
複数の前記画像データをマルチ表示する表示モードとを切り替える表示モード切替部を備
えることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明にかかる受信システムは、上記発明において、前記画像表示部は、前記第
１および第２の表示領域に前記画像データをリアルタイム表示または静止画表示すること
を特徴とする
【００２０】
　また、本発明にかかる受信システムは、上記発明において、前記生体内画像表示装置は
、前記第１または第２の無線機から受信した無線信号から被検体に特有のパラメータを検
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知するパラメータ検知部と、前記パラメータ検知部によって検知されたパラメータに基づ
き、前記第１の無線機からの画像データを前記第１の表示領域に表示させるとともに前記
第２の無線機からの画像データを前記第２の表示領域に表示させる表示処理部と、を備え
ることを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明にかかる生体内画像表示装置は、生体内導入装置が被検体内において取得
した画像データを表示する表示部と、前記表示部に表示される画像データの表示モードを
切り替える表示モード切替部と、を備えることを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明にかかる生体内画像表示装置は、上記発明において、前記生体内導入装置
が取得した前記画像データのうちから静止画の画像データを選択する静止画選択手段と、
前記生体内導入装置が取得した前記画像データと前記静止画選択手段が選択した前記静止
画の画像データとを各々別の記憶領域に記憶する記憶部と、を備え、前記表示モード切替
部は、前記生体内導入装置から直接的または間接的に順次受信した前記画像データをリア
ルタイム表示する表示モードと前記静止画の画像データを静止画表示する表示モードとを
切り替えることを特徴とする。
【００２３】
　また、本発明にかかる生体内画像表示装置は、上記発明において、前記表示モード切替
部は、前記表示部に表示される前記画像データの大きさを切り替えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明にかかる生体内画像表示装置及び受信システムは、生体内画像表示装置にて、画
像表示部が第１の生体内導入装置が被検体内において取得した画像データを表示し得る第
１の表示領域と、前記第１の生体内導入装置とは異なる第２の生体内導入装置が被検体内
で取得した画像データを表示し得る第２の表示領域とを有することで、複数の生体内導入
装置から送信される複数人の生体内画像を１台の生体内画像表示装置で観察することがで
き、これにより被検体内における各生体内導入装置の位置を把握することが可能となると
いう効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下に、本発明にかかる生体内画像表示装置及び受信システムの実施の形態を図１～図
１４の図面に基づいて詳細に説明する。なお、本発明は、これらの実施の形態に限定され
るものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更実施の形態が可能である。
【００２６】
（実施の形態１）
　図１は、本発明に係る生体内画像表示装置及び受信システムの好適な実施の形態である
無線型被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図である。図１において、無線型
被検体内情報取得システムは、被検体１内に導入され、生体内画像（体腔内画像）を撮像
して受信システム７に対して画像信号などのデータ送信を行う生体内導入装置としてのカ
プセル型内視鏡３と、被検体１内に導入されるカプセル型内視鏡３から送信される無線信
号の受信処理に用いられる受信システム７とを備える。
【００２７】
　カプセル型内視鏡３は、被検体１の口腔を介して被検体１内部に導入され、たとえば内
蔵の撮像機構によって取得した体腔内画像データを被検体１の外部に対して無線送信する
機能を有する。受信機２は、被検体１の対外表面の適宜位置に分散させて固定的に貼付さ
れる複数の受信用アンテナＡ１～Ａｎを有したアンテナユニット２ａと、複数の受信用ア
ンテナＡ１～Ａｎを介して受信される無線信号の処理などを行う受信本体ユニット２ｂと
を備え、これらユニットはコネクタなどを介して着脱可能に接続される。なお、受信用ア
ンテナＡ１～Ａｎのそれぞれは、たとえば被検体１が着用可能なジャケットに備え付けら
れ、被検体１は、このジャケットを着用することによって受信用アンテナＡ１～Ａｎを装
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着するようにしてもよい。また、この場合、受信用アンテナＡ１～Ａｎは、ジャケットに
対して着脱可能なものであってもよい。
【００２８】
　また、本実施の形態の無線型被検体内情報取得システムは、受信機２が受信した映像信
号に基づいて体腔内画像を表示する表示装置たとえばワークステーション（ＷＳ）４と、
受信機２とワークステーション４との間でデータの受け渡しを行うための記憶部としての
携帯型記録媒体５とを備える。
【００２９】
　ワークステーション４は、カプセル型内視鏡３によって撮像された体腔内画像などを表
示するためのものであり、携帯型記録媒体５等によって得られるデータに基づいて画像表
示を行う。具体的には、ワークステーション４は、ＣＲＴディスプレイ、液晶ディスプレ
イなどによって直接画像を表示する構成としてもよいし、プリンタなどのように、他の媒
体に画像を出力する構成としてもよい。
【００３０】
　携帯型記録媒体５は、コンパクトフラッシュ（登録商標）メモリなどが用いられ、受信
機２の受信本体ユニット２ｂおよびワークステーション４に対して着脱可能であって、両
者に対して挿着された時に情報の出力または記録が可能な構造を有する。この実施の形態
では、携帯型記録媒体５は、たとえば検査前には、ワークステーション４の表示装置に挿
着されて検査ＩＤなどの識別情報が記憶され、さらに検査の直前には、受信本体ユニット
２ｂに挿着され、この受信本体ユニット２ｂによって、この識別情報が読み出されて受信
本体ユニット２ｂ内に登録される。また、カプセル型内視鏡３が被検体１の体腔内を移動
している間は、携帯型記録媒体５は、被検体１に取り付けられた受信本体ユニット２ｂに
挿着されてカプセル型内視鏡３から送信されるデータを記録する。そして、カプセル型内
視鏡３が被検体１から排出された後、つまり、被検体１の内部の撮像が終了した後には、
受信本体ユニット２ｂから取り出されてワークステーション４に挿着され、このワークス
テーション４によって、携帯型記録媒体５に記録されたデータが読み出される構成を有す
る。たとえば、受信本体ユニット２ｂとワークステーション４とのデータの受け渡しを、
携帯型記録媒体５によって行うことで、被検体１が体腔内の撮影中に自由に動作すること
が可能となり、また、ワークステーション４との間におけるデータの受け渡し期間の短縮
にも寄与している。なお、受信本体ユニット２ｂとワークステーション４との間のデータ
の受け渡しは、受信本体ユニット２ｂに内蔵型の他の記録装置、たとえばハードディスク
を用い、ワークステーション４との間におけるデータの受け渡しのために、双方を有線又
は無線接続するように構成してもよい。
【００３１】
　図２は、受信システム７の概略構成の一例を示す概略構成図である。図において、受信
システム７は、被検体１に携帯された状態で使用され、受信した無線信号の受信処理を行
う受信機２を含む複数の受信機、実施の形態では、たとえば３台の受信機Ａ～Ｃと、これ
ら受信機Ａ～Ｃと無線によって電気的に接続され、各受信機から出力される無線信号に基
づきカプセル型内視鏡３で撮像された画像の表示を行う生体内画像表示装置としてのビュ
ワ６とを備える。これら受信機Ａ～Ｃは、図３に示すような同一の構成からなり、たとえ
ば集団検診などで異なる被検体内に導入された異なるカプセル型内視鏡３からの無線信号
をそれぞれ受信して、各無線信号の受信処理を行う。すなわち、受信機は、複数のアンテ
ナのうちのたとえば受信強度が最も強いアンテナ２１を介してカプセル型内視鏡からの無
線信号を受信し、復調部２２で復調処理を行い、無線信号に基づいて復調された映像信号
を信号処理部２３で信号処理（一般的な画像処理の他に、たとえば色強調処理、ホワイト
バランスなどを含む）を行って画像データとした後、画像圧縮部２４で画像圧縮を行って
画像メモリ２５に記憶するという通常の構成の他に、本実施の形態にかかる受信機は、画
像圧縮部２４で圧縮された画像データを変調部２６で変調して、無線送信部２７から送信
用のアンテナ２８を介して無線信号として送信するという構成が備えられている。これに
より、被検体１は１台の受信機のみを携帯することが可能となる。
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【００３２】
　ビュワ６は、各受信機Ａ～Ｃから送信される無線信号を受信し、各無線信号に基づきカ
プセル型内視鏡で撮像された体腔内画像を画像表示部６１に順次表示する。このビュワ６
は、操作者が手で把持可能な程度の大きさに形成された可搬型のもので、受信機Ａ～Ｃか
ら送信される無線信号を直接的に受信するための機能と、この無線信号に基づく画像を表
示する機能を有する。係る機能を実現するために、ビュワ６は、一体に形成されるロッド
状の受信用アンテナ３１と、画像表示用の小型ＬＣＤ（液晶表示装置）による画像表示部
６１を備える。ここで、受信機Ａ～Ｃの識別は、各受信機の出力周波数を異なる周波数に
設定して、受信側でこの出力周波数から各受信機を特定しても良いし、ワイヤレスＬＡＮ
のような送受信の構成にして、各受信機からの信号に識別用のパラメータを加えて、各受
信機を特定しても良い。また、６２は、画像選択手段としての画像選択用ボタンで、６３
は、表示モードを切り替える表示モード切替手段としての切替スイッチである。
【００３３】
　図４は、実施の形態１にかかるビュワ６の機能構成を示すブロック図である。図におい
て、ビュワ６は、アンテナ３１を介して受信した各受信機Ａ～Ｃからの無線信号を復調す
る復調部３２と、復調された無線信号に基づく映像信号を伸長する画像伸長部３３と、伸
長された映像信号の信号処理を行って画像データとして画像メモリ３５に記憶させる信号
処理部３４と、画像データをパラメータと関連付けて順次記憶する画像メモリ３５と、画
像メモリ３５に記憶された画像データの表示処理を行う表示処理部３６と、表示処理部３
６で表示処理された各画像を表示する画像表示部３７とを備える。また、ビュワ６は、復
調部３２で復調された各受信機Ａ～Ｃからの無線信号に含まれる所定のパラメータを検知
するパラメータ検知部３８と、この検知されたパラメータに基づいて、対応する画像を選
択するための指示を行う画像選択手段３９と、受信機から受信した画像データの表示モー
ドを切り替える表示モード切替手段４０とを備え、各画像のいわゆるマルチ画面による複
数画像のマルチ表示および順次一画像のいわゆる一画面によるリアルタイム表示を可能に
する。
【００３４】
　パラメータ検知部３８は、復調部３２で復調された無線信号から、たとえば各患者に特
有の識別情報である検査ＩＤや患者ＩＤなどのパラメータを検知している。画像選択手段
３９は、画像選択用ボタン６２を含み、所定の画像を選択するための画像選択用ボタン６
２が押下されると、パラメータ検知部３８によって検知されたパラメータのうちから選択
された所定の画像に対応したパラメータを選択する。
【００３５】
　表示処理部３６は、切替スイッチ６３の押下によりリアルタイム画面の表示モードに切
り替えて、画像選択手段３９によって選択されたパラメータに基づき、リアルタイムの画
像表示を画像表示部３７に行わせる。画像表示部３７は、表示処理部３６の制御により、
初期状態では図２に示すように、受信機Ａから受信した画像データを第１の表示領域６１
ｂ１に表示し、受信機Ａとは異なる受信機Ｂ，Ｃから受信した画像データを第２の表示領
域６１ｂ２，６１ｂ３に表示する、マルチ画面の表示を行う。また、画像表示部３７は、
画像選択が行われると、図５に示すように、選択された画像をリアルタイム表示部として
の画像表示領域６１ａに拡大して順次表示する、一画面のリアルタイム表示を行う。なお
、本発明では、画像選択用ボタン６３の代わりに、画像表示部３７をタッチパネルで形成
し、このタッチパネルに表示された所定の画像を触れることによって画像を選択する指示
を行うように構成することも可能である。
【００３６】
　次に、ビュワ６による画像表示の動作を図６のフローチャートを用いて説明する。図に
おいて、表示処理部３６は、アンテナ３１で受信し、画像メモリ３５に記憶された各受信
機Ａ～Ｃからの複数の画像を、マルチ画面で表示する（ステップＳ１０１）。この場合に
は、所定時間内に撮像された各受信機Ａ～Ｃからの画像を、図２に示すように、画像表示
部３７の各表示領域６１ｂ１～６１ｂ３に、たとえば静止画像として順次表示させる。表
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示処理部３６では、予め各受信機Ａ～Ｃと、各受信機Ａ～Ｃが送信するパラメータとを関
連付けて記憶しており、パラメータ検知部３８で検知された各パラメータによって、各受
信機Ａ～Ｃと、各受信機Ａ～Ｃが送信した画像とを対応付けることが可能となる。
【００３７】
　次に、表示モード切替手段４０の切替スイッチ６３が押下されて、画像選択用ボタン６
３によって受信機Ａ～Ｃからの画像のうち、所定の画像が選択されることで、一画面の表
示モードの指示があると（ステップＳ１０２）、画像選択手段３９は、パラメータ検知部
３８が検知したパラメータのうちから上記所定の画像に対応したパラメータを選択する（
ステップＳ１０３）。
【００３８】
　画像選択手段３９によってパラメータの選択がなされると、表示処理部３６は、この選
択されたパラメータに基づく所定の画像を画像メモリ３５から選択し（ステップＳ１０４
）、選択した所定の画像を画像表示部３７の画像表示領域６１ａに一画面でリアルタイム
表示させる（ステップＳ１０５）。また、次に表示モード切替手段４０の切替スイッチ６
３が押下されると、表示処理部３６は、マルチ画面の表示と判断して（ステップＳ１０２
）、受信した画像をマルチ画面で画像表示部３７に表示させる（ステップＳ１０１）。な
お、この実施の形態では、患者に携帯された受信機からカプセル型内視鏡の無線信号を間
接的に受信するように構成したが、ビュワ６は、受信機を介さずにカプセル型内視鏡から
直接無線信号を受信するように構成することも可能である。
【００３９】
　このように、この実施の形態では、画像表示部３７が第１の受信機Ａから受信した第１
のカプセル型内視鏡の画像データを表示し得る第１の表示領域６１ｂ１と、第１の受信機
Ａと異なる第２の受信機Ｂ，Ｃから受信した第２のカプセル型内視鏡の画像データを表示
し得る第２の表示領域６１ｂ２，６１ｂ３とを有するので、複数のカプセル型内視鏡から
送信される複数人の生体内画像を、受信機Ａ～Ｃを介して１台のビュワで受信して観察す
ることができ、これにより被検体内における各カプセル型内視鏡の位置を把握することが
可能となる。
【００４０】
　また、この実施の形態では、受信機Ａ～Ｃから直接受信した画像データを順次受信およ
び順次表示することができる画像表示領域６１ａをさらに有し、必要に応じて画像の切り
替え表示を行うので、たとえばマルチ画面の表示を特定の患者の体腔内画像のリアルタイ
ム表示に切り替えて、拡大してリアルタイムで観察することが可能となり、観察精度が高
まりビュワ６の利便性が向上するという効果もある。
【００４１】
（実施の形態２）
　図７は、実施の形態２にかかるビュワ６の機能構成を示すブロック図である。図におい
て、ビュワ６が実施の形態１のビュワと異なる点は、アンテナ３１で受信した無線信号の
受信強度を受信強度検出部４１で検出し、最も受信強度の強い無線信号に基づく画像を選
択してリアルタイム表示するものである。すなわち、受信強度検出部４１は、アンテナ３
１から受信した各受信機からの無線信号の受信強度を検出するもので、パラメータ検知部
３８は、受信した無線信号からパラメータを検知するものである。この検出された受信強
度とパラメータは、アンテナ３１で受信された同一の無線信号に対応しており、一画面の
表示モードの際に画像選択手段３９は、この検出された受信強度のうちの最も強い受信強
度に対応する無線信号のパラメータを選択する。表示処理部３６は、マルチ画面の表示モ
ードの際には、アンテナ３１で受信され、画像メモリ３５に記憶された各受信機Ａ～Ｃか
らの複数の画像を、マルチ画面で画像表示部３７に表示させる。また、表示処理部３６は
、一画面の表示モードの際には、受信した各受信機Ａ～Ｃからの画像のうちで受信強度が
最も強い画像を、画像表示部３７に一画面でリアルタイム表示させる。
【００４２】
　この実施の形態では、たとえばリアルタイム表示を行いたい特定の患者にビュワ６を近
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づけることで、その患者が携帯する受信機から受信強度が最も強い無線信号（または患者
の被検体１内のカプセル型内視鏡３からの無線信号）を受信することが可能となり、表示
処理部３６では、画像選択手段３９で選択されたパラメータに基づく画像を、画像表示部
３７に一画面でリアルタイム表示させることができるようになる。なお、この実施の形態
では、実施の形態１に示した画像選択用ボタン６３を設けて、画像選択用ボタン６３によ
る画像選択と受信強度の検出による画像選択とを併用してもよい。
【００４３】
　このように、この実施の形態では、実施の形態１と同様の効果を奏するとともに、一画
面の表示モードの際に特定の患者にビュワ６を近づけるだけで、パラメータの選択がなさ
れ、このパラメータに基づく所定の画像を画像表示部３７の画像表示領域６１ａに一画面
で拡大してリアルタイム表示することができるので、さらにビュワ６の利便性が向上でき
る。
【００４４】
（実施の形態３）
　図８は、実施の形態３にかかるビュワ６の概略構成を示す外観図である。実施の形態１
では、表示モードの切替スイッチ６３が押されると、画像表示部６１の画像表示をマルチ
画面による表示と一画面によるリアルタイム表示とを切り替て表示させていたが、この実
施の形態では、図８に示すように、マルチ画面と一画面の両方の画像表示を同時に行うも
のである。すなわち、この実施の形態では、たとえば受信機Ａ～Ｉから受信した各画像デ
ータを第１および第２の表示領域を含む表示領域６１ｂにマルチ画面で表示させるととも
に、受信機Ａ～Ｉからの画像データのうち、画像選択用ボタン６３で選択された画像デー
タが画像表示領域６１ａにリアルタイム表示される。
【００４５】
　図９は、実施の形態３にかかるビュワ６の機能構成を示すブロック図である。図におい
て、このビュワ６では、画像表示部６１が２つのＬＣＤからなる表示部３７ａ，３７ｂか
ら構成されている。表示処理部３６は、リアルタイムの表示処理とマルチ画面の表示処理
を行う。すなわち、この表示処理部３６は、たとえば表示部３７ａに対しては画像選択手
段３９によって指示された画像を、画像メモリ３５から順次取り込んで、一画面に拡大す
る表示処理を行ってリアルタイムで表示させ、表示部３７ｂに対してはマルチ画面による
受信機Ａ～Ｉから受信した複数の画像を、画像メモリ３５から順次取り込んで、マルチ画
面に順次表示させる表示処理を行う。
【００４６】
　この実施の形態では、複数のカプセル型内視鏡からの画像のマルチ画面でのマルチ表示
と、選択された画像の一画面のリアルタイム表示とを同時に行うので、被検体内における
各カプセル型内視鏡の位置把握と、リアルタイムでの観察を同時に行うことが可能となる
ので、さらにビュワ６の利便性を向上できる。
【００４７】
　なお、この実施の形態では、２つのＬＣＤからなる表示部を設けてリアルタイム表示と
マルチ表示を行ったが、本発明はこれに限らず、たとえば１つのＬＣＤからなる表示部の
表示領域を２分割して、一方の表示領域に一画面のリアルタイム表示を行い、他方の表示
領域にマルチ表示を行わせてもよい。
【００４８】
（実施の形態４）
　図１０は、実施の形態４にかかるビュワ６の機能構成を示すブロック図である。図にお
いて、このビュワ６が実施の形態３と異なる点は、受信した画像のうちから静止画を選択
する静止画選択手段４２を設け、静止画の表示とリアルタイム表示を切り替える点である
。この静止画選択手段４２は、たとえば図示しない静止画選択用ボタンからなり、この静
止画選択用ボタンの押下によって所定の画像が選択されたことを示すトリガを発生する。
画像メモリ３５は、受信機から受信した各画像を記憶する画像用記憶領域と、静止画の画
像を記憶する静止画用記憶領域とを有し、このトリガが発生すると、該当する画像を画像
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用記憶領域とは別の静止画用記憶領域に記憶保持する。表示処理部３６では、静止画用記
憶領域と画像用記憶領域とから、静止画の画像と受信機から受信した画像を別々に取り込
んで、たとえば表示部３７ａには静止画選択手段４２で選択された静止画の画像を表示さ
せ、表示部３７ｂには受信した各画像をマルチ画面に順次表示させる。
【００４９】
　なお、この実施の形態では、たとえばリアルタイム表示される所定の画像の中から特定
の画像を静止画選択手段４２で選択して静止画の画像を表示部３７ａに表示させ、表示部
３７ｂではマルチ表示を順次行わせるように設定してもよいし、またマルチ表示される画
像を静止画選択手段４２で選択して表示部３７ｂにマルチ画面全体を静止画の画像として
表示させ、表示部３７ａではリアルタイム表示を行わせるように設定してもよい。さらに
、マルチ表示されている画像の中から特定の画像を選択してその画像のみを静止画の画像
として表示部３７ａに表示させ、表示部３７ｂではマルチ表示を順次行わせように設定す
ることも可能である。
【００５０】
　このように、この実施の形態では、実施の形態３と同様の効果を奏するとともに、リア
ルタイム表示とマルチ表示が行われている画像の中から特定の画像を静止画選択手段４２
で選択することによって、表示処理部３６による静止画の表示処理が可能となるので、さ
らにビュワ６の利便性を向上できる。
【００５１】
（実施の形態５）
　図１１は、実施の形態５にかかるビュワ６の機能構成を示すブロック図である。図にお
いて、このビュワ６が実施の形態３と異なる点は、拡大／縮小の表示モードを指示して切
り替えるための表示モード切替手段４０を設け、表示部３７ｂに指示された拡大画像また
は縮小画像を切り替え表示させる点である。この表示モード切替手段４０は、たとえば図
示しない拡大／縮小切替用ボタンからなり、この拡大／縮小切替用ボタンの拡大の押下に
よって拡大指示がなされると、表示処理部３６では、表示部３７ａにリアルタイム表示さ
れた所定の画像の拡大処理を行ってその拡大画像を表示部３７ｂに表示させる。また、こ
の拡大／縮小切替用ボタンの縮小の押下によって縮小指示がなされると、表示処理部３６
では、表示部３７ａに表示された画像の縮小処理を行ってその縮小画像を表示部３７ｂに
表示させる。なお、表示部３７ｂに表示される画像は、静止画の画像であってもよいし、
表示部３７ａにリアルタイム表示される画像と同一の拡大／縮小処理されたリアルタイム
の画像であってもよい。
【００５２】
　このように、この実施の形態では、表示部３７ａにリアルタイム表示されている画像の
拡大／縮小を表示モード切替手段４０で指示することによって、表示処理部３６による拡
大／縮小処理された画像の表示が可能となるので、さらにビュワ６の利便性を向上できる
。
【００５３】
　また、この実施の形態では、たとえば図９に示した画像選択手段３９をさらに備えるこ
とも可能であり、初期状態では表示部３７ａに一画面のリアルタイム表示を行うとともに
、表示部３７ｂにマルチ画面の表示を行い、画像選択手段３９で選択された画像に対して
、表示モード切替手段４０で拡大／縮小の指示を行えるように設定すれば、さらにビュワ
６の利便性を向上できる。
【００５４】
（実施の形態６）
　図１２は、受信システムの概略構成の他例を示す概略構成図である。図において、受信
システムは、たとえば９台の受信機Ａ～Ｉと、これら受信機Ａ～Ｉと無線によって電気的
に接続され、各受信機Ａ～Ｉから出力される無線信号を受信する受信機１１と、この受信
機１１によって受信された無線信号を取り込んで所定の信号処理を行うサーバ１２と、サ
ーバ１２で信号処理された無線信号を送信する送信機１３と、送信機１３から送信される
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無線信号に基づき各カプセル型内視鏡で撮像された画像の表示を行うビュワ６とを備え、
受信機１１、サーバ１２および送信機１３は、病院などの院内ＬＡＮを構築している。ま
た、受信機Ａ～Ｉは、図２に示した受信機と同一の構成であり、受信機１１および送信機
１３は、信号中継用の一般的な機器なので、ここでは説明を省略する。
【００５５】
　サーバ１２では、図１３のブロック図に示すように、受信機１１で復調された無線信号
に基づく映像信号を入力部５１で取り込み、画像伸長部５２で伸長処理を行い、さらに画
像処理部５３で信号処理を行う。この画像処理部５３は、一般的な画像処理や、色強調処
理、ホワイトバランスなどの処理を行うとともに、マルチ画像生成部５３ａによって各受
信機Ａ～Ｉから受信した個々の画像を、マルチ画面化して１つの画像データ（以下、「マ
ルチ画像」という）として生成し、画像メモリ５４に記憶させる。この画像メモリ５４に
記憶されたマルチ画像を取り込んで画像圧縮部５５で画像圧縮を行って、出力部５６から
送信機１３に出力している。サーバ１２からのマルチ画像は、送信機１３で変調されてビ
ュワ６に送信される。
【００５６】
　ビュワ６は、図１４のブロック図に示すように、アンテナ３１を介して受信した無線信
号を、復調部３２で復調し、画像伸長部３３で伸長処理を行った後に、伸長された映像信
号を信号処理部３４で信号処理を行って一画面のマルチ画像のデータとして画像メモリ３
５に記憶させる。さらに、画像メモリ３５に記憶されたマルチ画像は、表示処理部３６に
よって取り込まれて表示処理された後、各マルチ画像が画像表示部３７で表示される。
【００５７】
　このように、この実施の形態では、たとえば集団検診などで複数の異なるカプセル型内
視鏡から送信された画像データを、院内ＬＡＮを介してビュワ６に送信して、マルチ画面
による画像表示を可能とするので、複数のカプセル型内視鏡から送信される複数人の生体
内画像を、１台のビュワで受信して観察することができ、これにより被検体内における各
カプセル型内視鏡の位置を把握することが可能となる。
【００５８】
　また、この実施の形態では、異なるカプセル型内視鏡から送信された画像データを、サ
ーバ１２で取り込んでマルチ画面化して１つの画像データに生成し、その画像データをビ
ュワ６に送信して、マルチ画面による画像表示を可能とするので、各受信機から画像デー
タを別々に受信してマルチ画面化の処理をビュワで行う場合に比べて、ビュワのメモリ量
を大幅に削減することができ、受信システムのコスト削減が図られる。
【００５９】
　なお、本発明では、上記の実施の形態の他に、たとえば検査対象の臓器内にカプセル型
内視鏡が移動したことを、受信システムで確認し、ビュワから画像を選択すると、たとえ
ば病院から外出の許可を受信機に送信して患者に認識させるように構成することも可能で
ある。この場合には、患者は、カプセル型内視鏡が排出されるまでの観察期間であっても
、不自由を被ることなくさらに自由に行動が可能になる。
【００６０】
　また、本発明では、静止画、拡大、縮小、マルチ画面化の処理以外に、たとえば画像の
色強調、構造強調などの処理を行い、これらの処理を行った画像をビュワの別々の画面に
表示させることも可能である。この場合には、画像処理の異なる複数の画像を表示させる
ことが可能となり、観察精度が高まりさらにビュワ６の利便性が向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明に係る生体内画像表示装置及び受信システムの好適な実施の形態である無
線型被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図である。
【図２】受信システムの概略構成の一例を示す概略構成図である。
【図３】受信機の機能構成を示すブロック図である。
【図４】実施の形態１にかかるビュワの機能構成を示すブロック図である。
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【図５】一画面表示の場合のビュワの概略構成を示す外観図である。
【図６】ビュワによる画像表示の動作を説明するためのフローチャートである。
【図７】実施の形態２にかかるビュワの機能構成を示すブロック図である。
【図８】実施の形態３にかかるビュワの概略構成を示す外観図である。
【図９】実施の形態３にかかるビュワの機能構成を示すブロック図である。
【図１０】実施の形態４にかかるビュワの機能構成を示すブロック図である。
【図１１】実施の形態５にかかるビュワの機能構成を示すブロック図である。
【図１２】受信システムの概略構成の他例を示す概略構成図である。
【図１３】実施の形態６にかかるサーバの機能構成を示すブロック図である。
【図１４】実施の形態６にかかるビュワの機能構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００６２】
　１　被検体
　２，Ａ～Ｉ　受信機
　２ａ　アンテナユニット
　２ｂ　受信本体ユニット
　３　カプセル型内視鏡
　４　ワークステーション
　５　携帯型記録媒体
　６　ビュワ
　７　受信システム
　１１　受信機
　１２　サーバ
　１３　送信機
　２１，２８，３１，Ａ１～Ａｎ　アンテナ
　２２，３２　復調部
　２３，３４　信号処理部
　２４，５５　画像圧縮部
　２５，３５，５４　画像メモリ
　２６　変調部
　２７　無線送信部
　３３，５５　画像伸長部
　３６　表示処理部
　３７　画像表示部
　３７ａ，３７ｂ　表示部
　３８　パラメータ検知部
　３９　画像選択手段
　４０　表示モード切替手段
　４１　受信強度検出部
　４２　静止画選択手段
　５１　入力部
　５２　画像伸長部
　５３ａ　マルチ画像生成部
　５６　出力部
　６１　画像表示部
　６１ａ　画像表示領域
　６１ｂ１　第１の表示領域
　６１ｂ２，６１ｂ３　第２の表示領域
　６２　切替スイッチ
　６３　画像選択用ボタン
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